
時事英語に挑戦 

 
 写真は朝日新聞 1 月 19 日夕刊である。珍しく「時事英語に挑戦」に目が向かった。 

この記事で思い出すのが、数年前に大学で初めて担当した「教養英語」のことだ。 

専門でもない者が担当すべき

でないと強く主張したが、結局 1

年限りで担当することになった。

とにかく学生の興味を引く教材

を探して、緊張の連続で講義した。

まさに「キンチョ―の春」であっ

た。その時に使った教材の一つが

「時事英語に挑戦」で、これを素

材に問題を投げかけ、学生と議論

した。 

つい現役時代を思い起こした

が、今回の挑戦テーマはこれまた

興味深い。上段は 13 日レポート

にも書いた「NHK、政治家ネタ

没」である。「冗談」ですまされ

ない問題だ。下段は沖縄をめぐる

問題であり、レポートに書こうとしていたテーマである。 

中日新聞 1 月 10 日の特報「沖縄締め付け民意無視」は、特報らしいトーンで問題に

せまる。「沖縄に寄り添う」と語った安倍首相の言葉とは裏腹に、沖縄県の米軍普天間

飛行場の名護市辺野古への移設に反対する翁長知事への政府対応は、冷淡の一語に尽き

る。昨年の知事選で示された民意に対し、政府は沖縄振興予算の削減というムチで応じ

ようとしている。そもそも基地問題と振興策は別々のはず。 

昨年 11 月、翁長氏に敗れた仲井真前知事は退任を前に官邸を訪れた。安倍首相と菅

官房長官は「よく仕事しましたね」とねぎらったという。他方、翁長氏は昨年末と今年

初めに上京したが、首相、官房長官はおろか、岸田外相や中谷防衛省も日程を理由に面

会を拒否。まさに時事英語の“ｃｏｌｄ ｓｈｏｕｌｄｅｒ”であり、あまりに大人げない

対応だ。政府権力による「沖縄いじめ」にほかならず、今後に禍根を残すであろう。 

神奈川県逗子市長として、80~90 年代に米軍住宅建設に反対した龍谷大の冨野教授は

「仲井真氏が落選したのは、政府と一緒に金ばかりを重視し、県民の心を代弁しなかっ

たからではないか。政府は政策判断の前に、まず選挙の民意を受け止めるのが民主主義

だ」と指摘する。沖縄とりわけ辺野古にも目が離せない。 

(2015 年 1 月 23 日) 


